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~璽

K：透析効率

Kt/V 
（一定使用条件のタイアライザ性能）

t：透析時間

V：体液量

Kt/V=1.0とは、理論的に「全体液を一度きれいにしたこと」を意昧します。

図26標準化透析量 Kt/Vurea 

IKt/V 

しかし、ダイアライザの性能は使用中にも徐々 に落ちてくることが知られています。

透析装置に表示されている血流量も常に正しいとは限りません。また、血圧

低下で血流量を下げることもあります。透析時間も正確に設定どおりに怠らお

いこともあります。体液量についても性別年齢による違いがあったり、透析中も

変化したりします。したがって、ダイアライザの性能だけでは正確お評価ができ

怠いのが現実です。このよう怠理由より、様々 怠 Kt/Vの計算式が考えられて

います（表 7）。最もよく使われている式は、透析前後の原素窒素と体重を測

定して算出する Daugirdasのsingle-poolmodelの式です。

Gouchの式
透析中の体液量一定・尿嚢産生量ゼロ

Daugirdasの式（single-poolkt/v:Kt/Vsp) 
除水と尿嚢産生の影響を補正した式

Daugirdasの式（equilibrated kt/v: Kt/Ve) 
尿棄のリバウンドや細胞内外の灘度差を考慮したもの

shinzato（新里）式
1週間に産生される尿嚢量は週3固の透析で除去される尿嚢量に等しい

表7Kt/Vのいろいろ



66



67



68



69



70



71

・Jj.イアライザの性能比較
CS(L／週） 80 
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※cs：ヲリアスペース

~司

RAF 

PD E型

I型

Urea cleaspace(L／週）

口I型ダイアライザ・N型ダイアライザ 口 PD（腹膜）

βMG cleaspace(L/ ii) 

口 E型ダイアライザ

口 RRF（残存宵機能） (5mL／分）

タイアライザの分類

「β2-MG」除去率に応じ
てI型からV型に分類

ヲリアスペースとは

I,・ある物質の除去量を血中濃度で割った値・除去された空（体積）を表す
M/Cco> 

M：嶋去量［mg]
Ceo】：割期血中震鹿［mg/ml]

PDの場合

M；除去量＝排液の濃度D[mg/mL]×排液量V[mL]

C(O）：初期血中濃度＝血中濃度P[mg/ml]

HDの場合

M：除去量＝IJ.イアライザのりリアランスより算出

C(O）；初期血中濃度＝治療前の血中濃度P[mg/m凶

分類 ~2一MG 除去率

型

型

型

型

型

I

E

E

W

V

 

10%以下

10～30%以下

30～50%以下

50～70%以下

70%以上

図27透析量の比較7)
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